




































看 護 部 森本 伸子，
看 護 師 小山 洋美，
管理栄養士 田岡 真紀，篠原さゆり，
言語聴覚士 山下 恵，


























































































































梢輸液９％。月別 PEG 施行件数は NST 稼動の２００５年
１０月以降増加し，経管栄養施行症例数は月平均１１．６例か
ら１４例へと NST 稼動後若干増加，TPN 処方件数は月平
均１０５３件から７１４件へと減少した。






































































































































































































































徳島逓信病院 NST 加藤 千佳，西 正晴，
桂 三和子，齋藤 美歩，
矢間 輝実，田中 章，
柏木 弥生，渡邊 律子，
宮本 淳子，遠藤 武徳
【はじめに】当院で NST が稼動し２年目を迎えた。口
腔内トラブルによる経口摂取量の低下が認められた患者
様に，口腔リハビリテーションを実施後，摂取量の改善
が得られたので報告する。
【対象と方法】症例は，２００５年４月から２００６年６月まで
の期間，経口摂取量が指示量の３割に達していない症例
のうち摂食・嚥下リハビリが必要であった１２症例を対象
とした。食品選択基準は，比較的効能が穏やかな食用中
薬を用い，曳糸性に優れた増粘剤とを調整し，温度差の
ある口腔内パックを実施。従来の診断に舌診・聞診を実
施。総合的な診断結果から口腔内・三叉神経へのマッ
サージ療法を行った。
【結果】口腔内乾燥が著しかった症例では，イソジン清
拭と比較し，真皮形成を傷めず，早期に唾液分泌量を改
善できた。血塊付着が著しかった周産期症例では，湿潤
が容易に行え，舌の痛みが軽減した。１２症例全てにおい
て，唾液分泌量が増加し，経口摂取量の改善が得られた。
【まとめ】食用中薬を用いた口腔リハビリテーションに
より，咀嚼力の強化，唾液分泌量の改善，舌痛の緩和が
得られた。個々の症状に合わせた口腔内リハビリテー
ションを実施する事で，口腔内トラブルを有する症例に
対する食品の有能効能を活用した口腔リハビリの有用性
が示唆された。
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